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手あそび曲創作活動の効果と展望
－創造性育成と保育への応用に向けて－
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研究の背景
幼児は身振りや表情、そして限られた言葉を

使って自分の世界を伝えようとし、模索しながら
表現手段を獲得していく。この幼児期において、
幼児が自分の感情や思考、意図を他者に伝え、表
現する自己表現力を育てるためには、様々な体験
を通じて、想像力を働かせながら、表現意欲や感
性を育んでいくことが重要だ。豊かな体験が感情
や思考の土台となり、多様な自己表現や表現力の
向上が可能となっていく。

他者との関わりを活発化させコミュニケーショ
ン力を発達させる幼児期において、保育者の役割
は極めて重要となる。保育者は幼児の主体的な自
己表現を促し、感情の発達やコミュニケーション
能力の向上を支える役割がある。そのため、保育
者また保育者養成課程の学生は、自らの表現技術
を高め、幼児の創造的な表現を支える力を身につ
けておく必要がある。「学生自らが表現者となり
実践すること」が必要であり、そのことが「保育
内容を理解し、技術を習得する」ことにもつなが
る ( 甲斐他 2020、駒 2010)。つまり、保育者の役
割を理解して学生が自らの表現力を磨くことが、
幼児の感情や思考の発達に寄与し、コミュニケー
ション能力の向上を促進する重要な要素となる。

そこで本研究では、幼児の創造性を引き出し自
己表現力を高めるための指導力向上を目的とした、
学生の創造性の育成に焦点を当てる。

創造性をテーマとした音楽創作活動については、
音楽表現の指導実践や研究に比べると、実践研究
が比較的少ないことが指摘されている（薩摩林
2008:76）。創作活動の実践研究については、ミュー
ジカルやオペレッタ、おとあそびによる創作等が
散見される。例えば、薩摩林 (2008) による「物語
を音楽で表現する活動」では、楽器や身の回りの
ものを用いて効果音を加えながら物語を元に音楽
作品を完成させる活動を行なっている。この活動
を通して、学生が創作することの楽しさや意義を
見出した、音や音色に対する興味関心が深まった、
自発的に取り組む姿勢が培われた、などの効果が
示されている。麓 (2015) の「総合表現として発展
させた舞台作品作り」の活動では、学生が幼児の
発達や特性に合わせてアレンジするための視点や
方法、理論が習得された。樋口 (2018) が実践した、
作曲の基礎教育をもとにした「こどものうた」創
作活動では、学生が自分で創作したことへの自信
や喜びを感じている。北浦 (2029) による「表現
創作（作曲）の授業改善方策の検討」では、専門
的な知識の習得や今後の表現活動への展開に一定
の評価が得られたことが認められた。このように、
創作活動を通じて学生の意識が変化し、新たな知
識や技能の習得が実現していることに加え、感性
や表現力の向上にも寄与していることが示されて
いる。この成果から、音楽創作に関する研究が一
層活発になることが望まれる。

概要：本研究の目的は、保育者の資質である創造性を向上させる手段として、手あそび曲創作活動の効
果、意義、展望、および課題を明らかにすることである。保育者を目指す学生にとって、手あそび曲を
創る過程で、幼児の発達に適した要素を取り入れることが可能であり、実践的な指導力を養う上で、音
楽創作活動が重要な役割を果たすことが示唆された。特に、音楽的要素や歌詞、動作の適切さなどが評
価され、幼児の理解や興味を引き出す効果が期待される成果が得られた。音楽創作活動が学生の創造性
を育む有益な手法であることが示されたが、さらに創作活動の枠組みをより具体的に検討し、幼児の潜
在能力を引き出す指導法を探求していく必要がある。
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研究の目的と研究方法
本研究では、学生の創造性育成をテーマとする

が、まず「創造性」の概念について明確にしてお
きたい。保育者を目指す学生の創造性を育てる、
という観点で考えれば、以下の３つの要素が考え
られる。
独自性（Originality）: 自分らしい音楽性を築いて、

リジナルの音楽が構成できているか。
新規性（Novelty）: 新しい音楽要素やアイデアが

取り入れられているか。
応用力（Applicability）: 幼児の日常生活や学び

につながるように音楽を構成する力がある
か。音楽を通して、発達段階に応じた言語
能力、運動能力、社会性などの発達を促す
ことができているか。

以上の 3 点を本研究における「創造性」の意味
合いとして位置付け、学生の創作課題の評価の視
点とする。いうまでもなく、これらの創造性は、
幼児の興味や発達段階、ニーズや興味関心にも対
応する必要があり、幼児が音楽を楽しみながら学
ぶ機会を提供するものでなければならない。

以上のことを踏まえ、本研究の目的を、保育者
の資質である創造性を向上させる方法の一つとし
て、手あそび曲の創作活動を取り上げ、その効果、
意義、展望、および課題を示すこととする。

研究対象は、南九州大学の令和５年度「保育内
容指導法（音楽表現）」の授業で受講者が作詞作
曲した手あそび曲の楽譜（譜面・歌詞・ねらい）
である 1 。

創作課題作成上の指示内容について、先行研究
では一定の枠組みを示したものが多い。例えば、
薩摩林（2008）では、わらべうたの音組織をヒン
トにさせたり、北浦（2019) は「子どもの何気な
いつぶやきを題材にした節づくり」をさせたり、
樋口（2018）でも「子どもの印象に残る言葉を記録」
させ、その言葉をもとに作詞させたり、わらべう
たのような民謡音階の５音音階（ペンタトニック
スケール）の５音のみを使わせる、などの条件や
ヒントが与えられている。

一方、本研究が対象とする手あそび創作課題で
は、曲の長さは４小節以上であることとレイアウ
ト以外、特定の枠組みは明示しなかった。一方で、
わらべうたを含めた手あそび曲の特徴、つまり発
達段階に応じた配慮すべき事柄については充分確

認を行なった。つまり、幼児の声域に合わせるこ
と（概ね C4-D5）、狭い音域であること（概ね１
オクターブの範疇に収める）、跳躍は少ないこと、
などである。また、メロディ以外に、歌詞と遊び
方、ねらいを示すことを指示した。

作品完成に至るまで、学生はまず下書きを作成
し、筆者が添削を行う。記譜に関する間違いで目
立つのは、音部記号（ト音記号）が正しく書けて
いなかったり、不完全小節（音符や休符の選択の
間違い）になっていたり、響きとして不自然なと
ころ（和声音や非和声音の拍の位置、調号と実音
の不一致、臨時記号の使い方）等である。なお、
本人に直接聞かなければ添削が難しい場合は、ヒ
アリングをして助言を行いながら修正を行った。
その後提出された清書を印刷、製本し、配布後に、
学生はペアで練習を行い、授業最終週の発表会で
自演した。

課題内容についての評価の観点は、以下の通り
である。
音楽的要素

メロディとリズム：子どもにとって覚えやす
く、楽しいものであるか。
音程：子どもの声域に合っているか。

歌詞

分かり易さ：子どもが理解しやすく、年齢に
合った言葉が使用されているか。
教育的要素：新しいことを学ぶ要素を含んで
いるか。
楽しさや魅力：楽しさや興味を引く要素を含
んでいるか。

ねらい（目的）

教育的ねらい：何かを教えたり、発達を促す
ことを意図しているか。
楽しさ：子どもの意欲を高めるための楽しさ
があるか。

動作（振り付け）

動作の適切性：動作が安全で簡単に実行でき
るか。
子どもの意欲：積極的な参加を促し、運動能
力を発展させる役割を果たしているか。

なお、課題を実施した当該科目は保育者を目指
す学生の３年次必修科目である。履修に至るまで、
学生は 1 年前期に選択科目で、楽典、ソルフェー
ジュ、歌唱法を学び、後期にピアノ実技の基礎を、
２年後期にピアノ実技の応用を学ぶ。そして３年
次、当該科目と同時進行で、教育実習を意識した

１　当該授業では新型コロナの影響で一時実施を見送った年
もあったが、例年手あそび創作課題を課し、曲集にまとめ
授業内で披露している。
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ピアノ実技の実践を経験する。同後期には、選択
科目で器楽合奏や音楽療法の方法も学ぶ。これら
の音楽科目の受講を通して、保育者を目指す学生
が、自らの感情や考えを音楽を通して表現する方
法を学び、実践的な指導力を養い、子どもの感受
性や発達に対する理解を深めながら、保育現場で
の実践的な指導力を身につけていく。本研究の対
象となる、楽曲の創作は、音楽活動の中で最も難
易度の高い活動である。つまり、音楽的基礎を身
につけ、応用力を培ったうえで、保育現場で実践
できる高度な力量の獲得を目指したものだ。

研究内容
令和５年度は、受講者数と同じ計 49 曲の作品

が誕生した。その中から、改善点が分かりやすく
表れているものや保育現場での実践に適う水準に
あると言えるであろう 12 作品を選び、音楽的要
素を中心に評価を行いたい。
（◦＝良い点、▪️＝改善点）

１．「なにしよう？」

 

◦　音域が狭く、少ない音で構成されているため
歌いやすい。

◦　♩♫、♫ ♫、などの単純な音型の反復により
統一感が生まれ、歌いやすさや覚えやすさにも
つながっている。

◦　「手はおひざ」で、次の活動へのスムーズな
移行が図られている。

◦　数字と動きなどと関連付けられ、視覚的要素

や体の動きが活用されることで、歌詞の理解が
深まり、運動能力が促進される。

◦　楽しみながら数字を覚えられる。

２．「てをうえに」

 

◦　「うえに」が上行型、「したに」が下行型になっ
ており、歌詞とメロディの動きが一致している。

◦　上行型と下行型が、反行しており音楽的なバ
ランスが取れている。

◦　上下、左右の概念を学び空間認識を促す工夫
がなされている。

◦　同一音程にとどまる部分が多く、リズムに集
中しやすい。

◦　終盤は順次進行で下行し、最終小節は主音の
連続により、安定感が生まれている。

◦　全体的に、シンプルな作りで分かりやすい。
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３．「たのしいおかいもの」

 

◦　歌詞は、買物における選択のプロセスが学べ
る内容となっており、社会的スキルや日常生活
の理解を促している。

▪　軽快感を出すためには、拍子は 4/4 拍子より
も 2/4 の方が相応しいだろう。

▪　既存の「やまびこさん」の節が散見されるのと、
同曲の追いかけっこという形態も類似している。

▪　「買っちゃおう」という独り言のような表現
には少し後ろめたさも感じられて特徴的だが、
やや唐突な印象を受けるため、葛藤や保護者と
の交渉などの雰囲気が加えられても良かったか
もしれない。

４．「おまつり」

 
◦　言葉のリズムや意味合いとメロディの動きが

一致し、調和している。
◦　「どんどん」という言葉の反復は楽しさや夏

祭りの雰囲気を感じさせる。
◦　季節に関する理解を深めることができる。
▪　最後の小節（トニックで解決）が非和声音（倚

音）で始まっているため、安定性に欠ける。１
拍目の強拍には非和声音ではなく、和声音（こ
の場合は主音）にした方が、終結感も生まれる。
例えば、最後から２小節前を全て四分音符で構
成し、歌詞の「きれいだ」を当てはめる。そし
て最終小節は、付点 2 分音符にして歌詞の「な」
を当て、四分休符で締めくくるとより明快にな
る。
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５．「あったかな」

 

▪　３小節目の 6 度の跳躍は、幼児にはやや難し
いかもしれない。

◦　４小節目２拍目は、臨時記号による借用和音
（属調の属和音）が導入され、楽曲にアクセン
トが加わっている。

◦　日常の身近なものを通して、形に関する興味
を育むことができる。

６．「あいさつできて いいこだね」

 

◦　挨拶の習慣を身につけ、食事のマナーを教え

るのに役立つ。
▪　冒頭から 8 分音符で刻まれ軽快さが表現され

ていたが、「ぱくぱく もぐもぐ」では突如 4 分
音符となり音価が長くなった影響で、音楽的に
はややブレーキがかかったような印象を受ける。
作者は、ここでゆっくり咀嚼することをイメー
ジしたのかもしれない。

▪　「ごちそさま」は、丁寧に→「そう」とする
ために、「そう」に対応する D 音と G 音を付点
のリズムにすると不自然さはなくなるだろう。

７．「かえり道」

 

▪　跳躍が多いため、子どもにはやや歌いにくい。
既存のクラシック曲のメロディ 2 に著しく類似
しているが、その曲は器楽曲のため音の変化が
激しく、歌唱向きではない。その点で、独自性
に欠ける。

◦　ねらいが無記入だが、動物に対する理解と思
いやりを育てる、という意図が感じられる。

２　Mozart,K525《Eine Kleine Nacht Musik》。
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８．「ハブラシの歌」

▪　歯磨きの習慣を身につけさせ、清潔な歯を保
つ重要性を強調するためには、タイトルを「ハ
ミガキ」にした方が良い。

▪　「ゴシゴシ」の C-E-C-E( 低 - 高 - 低 - 高 ) は、
音楽的に違和感はないが、言葉のイントネー
ションに合わせて E-C-E-C( 高 - 低 - 高 - 低 ) と
する方がより自然である。

▪　「まっしろ」の後に「な」( 助詞 ) を入れるた
めに、「まっし」を付点のリズム、「ろな」を♫
で構成すれば、促音と付点のリズムも一致する。

９．「グーチョキパー」

 

▪　低い音域で停滞しているため、キーを高くし
た方が良い。例えば、幼児曲に多いヘ長調にす
れば、E4-C5 の音域で収まり、歌いやすくなる。

◦　単純なリズムで、同じ音型が反復されている
ことにより、歌いやすく覚えやすい。

◦　日常生活における手の動きとじゃんけんの形
が結びつけられ、じゃんけん遊びの導入として
楽しく実践することができる。

10．「みんなでおはよう」

 

◦　言葉の抑揚とメロディの動きが一致し、自然
な流れが生まれている。例えば、「げんきよく」
のメロディには動きがあり、快活な様子が伝わ
る。また、「おおきな」のメロディが高音から
勢いよく始まっている 3 。

◦　終結部では、順次進行の上行型メロディによ
り、次第に活気が増して大きな声で元気よく挨
拶することが表現されている。

３　「おおきな」の小節は、♩♫の誤りだと思われる。
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11．「チャ・チャ・チャ」

 

◦　「チャチャチャ」がリズミカルで愉快な雰囲
気を生み出している。

◦　「ちいさく」「おおきく」の部分は、歌詞に応
じて音高を変化させることで、歌詞とメロディ
との調和と対比が図られている。

◦　「チャチャチャ」の音型は、最初が「C-D-E」、
次が「E-F-G」、最後は跳躍してやや歌い辛い
が「C-G-C」と、徐々に高まっていく構成が特
徴的である。

12．「ピカピカドッカン」

 

◦　擬音を多用し、無音程で表現する箇所を含め
ることで、臨場感や迫力、楽しい雰囲気を描写
している。

◦　想像力を刺激して、自然現象に興味を持たせ
る効果がある。

考察
完成した全 49 曲中、本研究で取り上げた以上

12 曲の手あそび曲からは課題を含む以下の特徴
が認められた。
• 　音域は狭く、少ない音で楽曲をシンプルに構

成しようという工夫がある。
• 　音型の反復による統一感がある。
• 　数字と動きなどを関連づけ、視覚的要素や身

体の動きを活用して学習体験を豊かにしてい
る。

• 　歌詞の「上に」が上行型、「下に」が下行型など、
歌詞と旋律の動きを一致させようとしている。

• 　上下、左右の概念を学び空間認識を促そうと
している。

• 　社会的スキルや日常生活の理解を促そうとし
ている。

• 　言葉の反復による楽しげな響きにより、テー
マの雰囲気や魅力が伝わる。

• 　臨時記号の使用によりアクセントを効かせて
いる。

• 　幼児の声域内であっても、音高が偏らないよ
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うにする。
• 　日常生活での動作と遊びの中での手の動きを

組み合わせ、認知能力や運動能力を促進させ
る工夫がある。

• 　想像力を刺激し、自然現象に興味を持たせる。
• 　特に最終小節については、非和声音ではなく

和声音で開始する方が終止が安定する。
以上のように、音楽的側面については、適切な

音域の中で、さらに狭い音域、単純な音型の繰り
返しにより幼児が歌を覚えやすく、取り組みやす
くなるような、手あそび曲に相応しい特徴が踏ま
えられている楽曲が見られた。また、視覚的要素
や身体の動きを活用して学習体験を豊かにし、日
常生活に役立つスキルや習慣を育む工夫も見られ
た。さらに、想像力や好奇心を刺激し、興味を喚
起する要素が含まれ、友達と一緒に楽しむ活動に
より協調性や社会性を育む工夫もなされていた。

結論
手あそび曲の創作活動は、学生が幼児の幅広い

スキルや能力の育成について考察し、創造性が身
につく有益な方法の一つであると言える。そのた
め、学生の創造性を含む、保育者の資質向上に寄
与する可能性が高いと考えられる。

今後は、先行研究で参照したような創作上の枠
組みについても導入を検討しながら、創作活動を
より具体的かつ実践的に展開し、学生自身が創作
活動を通して、保育者としての役割を深く認識し、
幼児の未知の可能性を引き出す手助けができる指
導力を養うことを目指したい。
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